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1．はじめに 

   女性の社会進出の発展を考えるとき、女性の正社員としての雇用や労働条件の改善、

管理職への登用がフォーカスされるとともに、「母親（女性）が育児をするものだ」と

いう社会に浸透する考え方を否とする声も昨今では出てきた。しかし、女性の社会進出

にともない共働き夫婦が増加したにも関わらず、母親が育児の責任の一番手であるべ

きだという「母子関係パースペクティブ」の概念が社会には根強く生きており、必ずと

言っていいほど、「仕事か家庭か」を選ばざるを得ない状況に多くの女性が直面してい

る(野田、2017)。 

   さらに、男性のもつ母親規範（「母親が育児の責任の一番手である」などの規範）に

女性が影響され、仕事と育児の両立を諦めてしまっている可能性が考えられる。加えて、

家庭で家事や育児を引き受けることで、家庭では感謝されつつも、男社会（職場）では

「二流の労働者」と見なされる現状もある（阿部、2016）ことから、男性自身が、「父

親として家庭で家事や育児を行い、家庭を支える」ことよりも、「男として社会で働き、

収入を得ることで、経済的に家庭を支える」ことを「家庭での役割だ」と思っている現

状もあると考えられる。 

   このような現状や、女性自身にも「母親が育児をするものだ」という意識が残ってお

り、結婚・出産後に仕事よりも家庭を選択し、労働市場から離れてしまうことで、日本

の労働力人口の減少を引き起こし、たとえ結婚・出産を選択せず仕事のみを選択しても、

晩婚化や少子化に直面するという悪循環に陥る。 

   これからの女性の社会進出にとって、「母親規範」はおそらく足かせとなっていくだ

ろう。 

 

2．調査目的 

   本研究の目的は、女子大学生に「母親（女性）が育児の一番の担い手である」などの

考えがどの程度浸透しており、どのような要因によって「母親（女性）が育児の一番の

担い手である」などの考えが浸透しているのかを明らかにすることである。 

   女子大学生を対象者に設定する理由として、令和元年度 3 月の新規学卒就職者のう

ち、高卒女性が 7 万 1 千人であるのに対し、大卒女性が 22 万 1千人であり、高卒女性

よりも、大卒女性が新規学卒労働市場において大きな比重を占めていることから、女子

大学生に着目する（文部科学省「令和元年度学校基本調査」）。高学歴若年女性の間に、

母親規範が根強く残っているとするならば、仕事よりも育児を選択する可能性が高く、

労働市場に影響を与えることになる。加えて、女性が労働市場で活躍できる社会ほど少



子化問題が改善されており、女性が出産・育児を安心して続けることができれば、合計

特殊出生率の上昇を期待できる（三具、2015）。このように、高学歴若年女性の母親規

範の浸透度合いを確認することは、これからの女性のキャリア形成と少子化問題を考

える際に必要である。 

    

3．調査概要 

本調査では、大学生に「女性が育児の一番の担い手である」などの母親規範がどの程 

度浸透しており、またどのような規範をもっているのかについて、アンケート調査を行 

った。 

3-1. 調査対象者 

本調査は、大学生の母親規範の浸透度について把握するという目的のもと、質問紙調 

査を行った。調査日程は、2020 年 10月 1日、6日と 9日の計 3 回対面で行い、調査対 

象者は、弘前大学人文社会科学部の学生男女合わせて 217 名と弘前大学教育学部の学 

生、男女合わせて 99 名の合計 316 名を対象とした。回収票は 316 票（男性 142票、女 

性 174票）であった。 

表 3-1-1 回答者の属性（N=316） 

 

 

4．調査結果（一部抜粋） 

4-1. テキストマイニングによる自由記述の分析 

表 4-1-1 は、性別と、子育てのために夫と妻のどちらが仕事を辞めるべきか（q8「も

し、夫と妻のどちらかが、子育てのために仕事を辞めなければならないとなったとき、

夫と妻のどちらが仕事を辞めるべきだと思いますか。」）の単純集計表である。「子育て

のために妻が辞めるべきである」と回答した男性が 98.1%、女性が 96.2%で、男女とも

に「子育てのために仕事を辞めるのなら、妻である」という意識を強くもっていること



がわかった。 

 

表 4-1-1 性別と「子育てのために夫と妻のどちらが仕事を辞めるべきか」 

 

 

   なぜ「妻」を選ぶのかについての「理由」を分析することで、大学生にある規範につ

いて明らかにしていく。 

q8「もし、夫と妻のどちらかが、子育てのために仕事を辞めなければならないとなっ

たとき、夫と妻のどちらが仕事を辞めるべきだと思いますか」について、その理由を質

問した自由記述から、テキストマイニングによる KH Coder3 を活用した分析を行った。

「もし将来、子育てのために仕事を辞めなければならなくなったとき」という仮定質問

の形態をとり、対象者 316 名のうち、妻を選択した者で記述があった 240 名を分析対

象とした。テキストマイニングによる自由記述の分析を行い、対象者のもつ男性規範、

母親規範を詳細に明らかにする。テキストマイニングを行うにあたって、「子育てのた

めに仕事を辞めるのなら妻である」を選択した理由を回答した男性が約 98%、女性が

約 96%であったため、「子育てのために仕事を辞めるのなら妻である」を選択した理由

を回答した自由記述のみを分析に用いた。 

   はじめに、KH Coder3 を用いて「前処理」のコマンドを実行し、文章の単純集計を

行った結果、258 の段落、275 の文が確認された。また、総抽出語数は 3794、助詞や助

動詞を除いた異なり語数は 370語であった。 

   次に、記述に含まれるすべての文章を単語レベルに分解し、それぞれの語の出現頻度

を算出した。表 4-1-2 は、出現頻度の多い順に抽出語 370 語を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫 妻 合計

男性 1.9(2) 98.1(105) 107

女性 3.8(6) 96.2(153) 159

合計 8 258 266

子育てのために夫と妻のどちらが

仕事を辞めるべきだと思うか



表 4-1-2 抽出語 370 語のリスト 

 

 



(1) 男性についての共起ネットワーク 

   図 4-1-1 は、表 4-1-2 を元に、「共起ネットワーク」のコマンドを用い、男性の共起

ネットワークを表したものである。この図では、個々の円が単語を表し、出現回数が増

えると円が大きくなる。また、それぞれの円を結ぶ線は語と語の関係を表し、文章中の

接近した場所に現れている。強い共起関係ほど、この線は強くなっている。 

以下、特徴的であった男性の自由記述の一群の一部を抜粋する。 

 
図 4-1-1「子育てのために仕事を辞めるなら妻である」を選択した男性の共起ネットワーク 

    

ア．男性が働き、家族を支える 

   図 4-1-1の右上に「考える」「自分」「金銭」「支える」「一般」「家族」「安定」などの

一群が見られる。実際の男性の記述からの抜粋を表に示した。 

 

表 4-1-3  ア群に属する記述 

 



表 4-1-3 の「収入が安定している方が仕事をするべき」「金銭面の安定を考えた」な

どの記述から、男性の方が女性より収入が安定しているという意識があり、「自分が男

なので男として家庭を支えるべき」「夫が働いて家族を支えなければならない」「一般的

に男の方が年収が高いと思うから」などの記述から、経済的な負担は男性が負い、働く

ことで家族を支えなければならないという男性規範をもっていることがわかる。 

 

イ．母親は子どもの近くにいるべき 

   図 4-1-1の左上中央に「母親」「子ども」「子供」「近い」「距離」などの一群が見られ

る。実際の男性の記述からの抜粋を表に示した。 

 

表 4-1-4 イ群に属する記述 

 

 

表 4-1-4 の「母親の方が子供との距離が近い気がする」「母親が近くにいた方が子供

が安心しやすい」「子育ての最初の時期に母親が子どもにとっての拠り所だから」など

の記述から、母親は子どもの側にいるべきだという母親規範をもち、「子どもを育てる

ことには母親主体の方が適している」「母親の方が育児が上手い」などの記述からは、

母親が育児をする方がいいという意識をもっていることがわかる。 

ア群、イ群の自由記述の抜粋より、男性は、「男性が働いて家族を支えるべき」「夫 

が働くべきというイメージがある」という男性規範、「子どものために母親は子どもの

近くにいるべき」「女性は家事や育児に向いている」という母親規範と性別役割意識を

もっていることがわかる。 

家事や育児をすることで男社会では「二流の労働者」と見なされる現状（阿部、2016）

のなかで、男性は「男なら働くべき」という男性規範を強め、同時に、女性に対して「母

親なら育児に向いている」という母親規範をもっていることから、「子育ては妻が行う

のがよい」という選択をしたと考えられる。 

 

 

 



(2)女性の共起ネットワーク 

図 4-1-2 は、表 4-1-2を元に、「共起ネットワーク」のコマンドを用い、女性の共起

ネットワークを表したものである。この図では、個々の円が単語を表し、出現回数が

増えると円が大きくなる。また、それぞれの円を結ぶ線は語と語の関係を表し、文章

中の接近した場所に現れている。強い共起関係ほど、この線は強くなっている。 

以下、特徴的であった女性の自由記述の一群の一部を抜粋する。 

 

図 4-1-2「子育てのために仕事を辞めるなら妻である」を選択した女性の共起ネットワーク 

 

カ．男性の方が仕事をしやすく、女性が働く環境の整備が不十分 

   図 4-1-2の右下に「女性」「働く」「今」「給料」「高い」「辞める」の一群が見られる。

この一群に関する実際の女性の記述からの抜粋を表に示した。 

 

表 4-1-5 カ群に属する記述 

 



表 4-1-5 の「男の方が仕事も多く給料も平均的に高そう」「妻が辞めるケースが多い

と思う」「男性の方が働きやすい環境にあるから」「女性が管理職になる制度が整ってい

ないから」などの記述から、女性と男性の給料格差や、子育てと仕事を両立しながら女

性が活躍できる環境の整備が不十分である社会状況が、女性に「子育てのために仕事を

辞めるのなら妻である」という選択をさせていると考えられる。 

 

キ．育児は妻がするイメージ、子どもが小さい時母親にしかできないことがある 

図 4-1-2 の左上に「母」「子」「愛着」などの一群と、その下にある「存在」「大きい」

「理由」「自身」「側」などの一群が見られる。これら 2つの群に関する実際の女性の記

述からの抜粋を表に示した。 

 

表 4-1-6 キ群に属する記述 

 

 

表 4-1-6 の「母親に育てられ母親に愛着を持っている」「親がそうしていた」「自分が

子供の側にいたいから」「私自身が子育てをしたいと思うから」などの記述から、自身

の母親に影響を受けるなど、子育てを自身の手でしようという意識があり、「夫は子育

てをするというより子育てをする妻のサポートをしているイメージ」「妻の方が育児・

家事に関して向いている傾向があるから」などの記述から、性別役割意識があることが

わかる（表 4-1-6）。また、「小さい子どもは比較的父親より母親の方を好むから」「子ど

もが小さい時は母親にしかできない役割があると思うから」「母親の存在・愛は大きい

と思うから」などの記述から、女性自身が母親規範をもっていることがわかる。 

   カ群、キ群の自由記述の抜粋より、女性は、男性の方が女性に比べて収入が高く仕事

を続けやすい環境にあり、一方で、女性が管理職になる制度が整っていないなど、男性

と女性で昇進や収入において差があると感じている。加えて、世間や親の影響により女

性が育児をするものというイメージや、子供が小さい時には母親しかできないことが

あるという意識をもっていることがわかる。 



4-2. 考察 

 本調査の結果から、男子大学生は「男性が働くべき」や「男性が経済的責任を負うべ

き」などの意識が顕著に強いことがわかった。「子どもをもつことがあった際に、夫か

妻のどちらかが仕事を辞めなければならないとすると、どちらが辞めるべきだと思う

か」の仮定質問において、女子大学生は「自分で育児をしたい」「子どもが小さいうち

は一緒にいたい」などの「母親として育児をしたい」という理由も挙げていた。一方で、

男子大学生では「父親として育児をしたい」という理由が挙がっていなかった。むしろ

「男性の方が女性よりも収入が高い」「男性が稼ぐべき」などの「男性として」の理由

が多く挙げられていたため、「育児をするために仕事を辞めるのなら妻である」という

回答を選択しているのだと考えられる。女子大学生が、「親として育児に向かうならど

うしたいのか」について考える一方で、男子大学生は「自身が親として育児に向かうな

らどうしたいのか」について考える機会が少ないのではないだろうか。子どもを持つこ

とに対して、男性が「親として育児をする」ことよりも「経済的に家族を支える」とい

う意識が強いことにより、結果として女性が「親（母親）としての責任」を一手に引き

受けざるを得ない状況にしているのではないだろうか。 

さらに、女子大学生には、男子大学生にはみられなかった記述がある。「管理職へ

の登用の機会が少ない」や「働く環境が整っていない」などの女性が仕事をする上で

の男性との格差、「出産や育児と仕事の両立ができる環境が整っていない」などの女

性の働きづらさに言及する意見も多数みられた。社会に男性と女性の収入格差やキャ

リア形成の機会の不平等感があるという現状も、大学生に「子育てをするために仕事

を辞めるのなら妻である」という選択をさせていると考えられる。 

女性の感じる「働きづらさ」が、結婚や出産、子育てを困難なものと感じさせ、将来、

子育てをすることがあれば「職場環境が整っていないことや男女で収入の差があるこ

とから妻が子育てをする方が適切である」と考えてしまう現状があるのかもしれない。 
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